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■表紙の写真説明

９月号　目 次

さつまの夏！盛大に！

まこてよか！夏まつり

２　まこてよか！さつま町夏まつり

６　みんなで築こう
　　すこやか長寿社会 

４　９月９日は「救急の日」

７　ふるさと元気座談会

16　がんばれ！スポーツ少年団

18　町小学校水泳記録会結果

15　こころの健康
　　　～支えあう心といのち～

10　まちのニュース

８　新農業委員等の紹介

17　川内川激特速報
　　保健師だより

21　がんばれ認定農業者

22　農産加工グループの紹介

19　くらしの情報

24　人・夢
　　休日在宅医・薬局

23　誕生・おくやみ
　　１歳で～す

青森県鶴田町からは、８人の方が来町され、
夏まつりに参加してくださいました。

約１，０００人の手踊り連もそれぞれ揃い
の衣装で参加しました。

２広報さつま３ 広報さつま

薩
摩
中
央
高
校
野
球
部
宮
脇
主
将
の
あ
い
さ
つ

▲

軽
快
な
子
ど
も
み
こ
し

▲

悪
喰
い
に
噛
ん
で
も
ら
っ
て
・
・
・

▲

鶴
田
幼
稚
園
児
は
「
き
ん
ぎ
ょ
ね
ぶ
た
」
を
持
っ
て
参
加

▲

威
勢
の
い
い
大
人
み
こ
し

▲

二
人
の
か
ぐ
や
姫
も
手
踊
り
に
参
加

▲

路
上
で
の
五
ツ
太
鼓
演
奏

▲

薩
摩
中
央
高
校
ダ
ン
ス
部
の
路
上
ラ
イ
ブ

▲

お
め
で
た
い
七
福
神
も
登
場

▲

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

▲

　
８
月
７
日
、
歩
行
者
天
国
と
な
っ

た
宮
之
城
屋
地
町
頭
か
ら
虎
居
交
差

点
ま
で
の
国
道
３
２
８
号
線
は
、
山

車
巡
行
や
元
気
な
子
ど
も
み
こ
し
、

威
勢
の
い
い
大
人
み
こ
し
な
ど
が
練

り
歩
き
、
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
手
踊
り
で
は
、
約
１
７
０
台
の
五

ツ
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
31
団

体
、
約
１
０
０
０
人
の
踊
り
連
が
そ

れ
ぞ
れ
揃
い
の
衣
装
で
登
場
し
、
花

を
添
え
ま
し
た
。

　
手
踊
り
が
終
わ
る
と
、
友
好
交
流

協
定
を
締
結
し
て
い
る
青
森
県
鶴
田

町
か
ら
、
昨
年
寄
贈
さ
れ
た
「
ね
ぶ

た
」
と
、
地
元
の
さ
つ
ま
鶴
凧
の
会

が
制
作
さ
れ
た
「
ね
ぶ
た
」
の
運
行

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
箇
所
に
設
け
ら
れ
た
ス

テ
ー
ジ
で
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
つ
ま
の
「
夏
」
盛
大
に
！

さ
つ
ま
の
「
夏
」
盛
大
に
！

さ
つ
ま
の
「
夏
」
盛
大
に
！

さつま町夏まつりさつま町夏まつり



・生年月日

　昭和37年２月28日（49歳）

・学　位：医学博士

・専門医：日本救急医学会専門医

　　　　　日本外科学会認定医

・小学校３年生まで盈進小学校に通学

・昭和63年３月

　福岡大学医学部医学科 卒業

・昭和63年６月

　福岡大学病院 勤務

・平成14年４月

　同病院 救急救命センター医局長

・平成19年４月　同病院　講師

・平成20年４月

　薩摩郡医師会病院 勤務

益崎隆雄医師の
プロフィール

救急患者の搬送先状況（平成22年中）

薩摩郡医師会病院

４９．５％

鹿児島市内　５．０％

伊佐市内　３．０％

その他　０．８％

さつま町内

１７．９％

薩摩川内市内

２３．８％

資料提供：さつま町消防本部
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９
月
９
日
は
救
急
の
日
、
９
月
４
日
か
ら
10
日
ま

で
は
救
急
医
療
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
救
急
医
療

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　
救
急
の
日
に
先
駆
け
て
、
さ
つ
ま
町
救
急
医
療
の
拠
点

で
あ
る
、
薩
摩
郡
医
師
会
病
院
救
急
科
の
益
崎
医
師
に
現

状
と
今
後
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
お
聞
き
し
ま
し
た
。

■
医
師
会
病
院
の
救
急
体
制

　
に
つ
い
て

　
さ
つ
ま
町
内
で
２４
時
間
３
６
５

日
特
に
救
急
車
に
対
応
し
て
い
る

の
は
当
病
院
だ
け
で
す
。
当
病
院

は
今
年
４
月
か
ら
常
勤
医
師
が
５

人
に
な
り
ま
し
て
、
５
人
で
２４
時

間
３
６
５
日
対
応
す
る
の
は
大
変

苦
し
い
状
況
で
す
。

　
時
間
外
の
当
直
に
つ
い
て
は
、

従
来
か
ら
の
鹿
児
島
大
学
か
ら
の

派
遣
に
加
え
、
平
成
２０
年
１２
月
か

ら
福
岡
大
学
、
ま
た
、
平
成
２３
年

４
月
か
ら
は
久
留
米
大
学
か
ら
派

遣
し
て
も
ら
っ
て
、
ど
う
に
か
運

営
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
さ
つ
ま
町

に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
内
色
々
な
所
で
同
じ
よ
う
な
状

況
で
、
広
域
搬
送
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
病
院
で
管
理
で
き
る
患
者
さ

ん
を
除
い
て
、
と
り
あ
え
ず
応
急

処
置
な
ど
を
行
い
、
次
の
治
療
に

何
が
必
要
か
を
判
断
し
、
専
門
治

療
が
可
能
な
施
設
へ
転
送
し
て
い

ま
す
。

■
都
市
と
の
連
携
に
つ
い
て

　
自
分
の
出
来
る
こ
と
以
上
の
事

は
無
理
に
や
っ
て
も
患
者
さ
ん
の

利
益
に
な
ら
な
い
わ
け
で
、
患
者

さ
ん
の
一
番
利
益
に
な
る
事
を
選

択
し
ま
す
。

　
救
急
専
門
医
と
し
て
救
命
セ
ン

タ
ー
で
の
重
症
患
者
の
治
療
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て

重
症
患
者
さ
ん
の
治
療
に
関
し
て

あ
る
程
度
の
予
測
が
つ
く
た
め
、

鹿
児
島
市
な
ど
の
医
師
に
相
談
し

て
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
救
急
の
場
合
、
超
一
流
の
医
師

が
１
人
居
る
よ
り
そ
こ
そ
こ
の
医

師
が
５
人
居
た
ほ
う
が
当
然
患
者

さ
ん
に
対
し
て
は
良
い
医
療
が
提

供
で
き
る
わ
け
で
、
や
は
り
人
数

で
す
。

　
し
か
し
、
当
病
院
は
現
時
点
で

は
人
数
の
期
待
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
や
は
り
薩
摩
川
内
市
と
か
鹿

児
島
市
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て

い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い
て

　
県
が
１２
月
か
ら
導
入
し
よ
う
と

し
て
い
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い

て
は
、
か
な
り
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
の
患
者
さ
ん
は
処
置
室
で

は
何
と
か
落
ち
着
い
て
い
て
も
次

の
治
療
が
出
来
る
施
設
ま
で
の
移

動
が
一
番
危
険
な
時
間
帯
で
す
。

　
鹿
児
島
市
の
救
命
セ
ン
タ
ー
の

場
合
ゆ
ら
れ
て
６０
分
か
け
て
入
来

峠
を
越
え
て
い
く
の
と
、
あ
る
程

度
待
機
し
て
い
て
ヘ
リ
に
飛
ん
で

き
て
も
ら
っ
て
１５
分
で
い
く
の
で

は
全
然
違
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
場
合
、

現
場
の
救
急
隊
か
ら
直
接
呼
べ
る

よ
う
に
な
る
の
で
時
間
も
も
っ
と

短
縮
で
き
ま
す
し
、
救
命
率
の
向

上
は
か
な
り
期
待
で
き
ま
す
。

■
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　
当
病
院
は
患
者
さ
ん
の
利
益
を

優
先
し
て
処
置
や
転
送
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
転
送
等
に
つ
い
て

も
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
以
上
の
夜
間
の
受

診
は
ご
遠
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
コ
ン
ビ
ニ
受
診
と
い
わ
れ
る
症

状
が
軽
い
人
の
時
間
外
受
診
、
特

に
深
夜
受
診
と
な
る
と
当
病
院
で

は
、
救
急
外
来
担
当
の
看
護
師
は

い
ま
せ
ん
の
で
、
病
棟
の
看
護
師

が
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
、
手
薄

に
な
り
ま
す
。
病
棟
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ

（
集
中
治
療
室
）
も
あ
り
、
重
症

患
者
も
抱
え
て
い
ま
す
の
で
、
出

来
る
限
り
平
日
の
昼
間
に
受
診
さ

れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
今
後
に
つ
い
て

　
現
在
の
常
勤
医
師
も
年
々
年
を

と
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
の
状

況
で
何
年
続
く
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

一
人
で
も
抜
け
た
ら
多
分
夜
間
は

週
に
何
回
か
閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

を
考
え
る
と
、
な
る
べ
く
時
間
外

に
救
急
の
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う

普
段
か
ら
の
健
康
管
理
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
健
診
や
ガ
ン
検
診

を
し
っ
か
り
受
け
て
住
民
の
皆
様

に
努
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

当
地
区
の
医
療
を
守
っ
て
い
く
事

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。



10
月
以
降
の
座
談
会
開
催
予
定

座
談
会
に
行
こ
う
！

６広報さつま７ 広報さつま

　
９
月
は
、
15
日
が
「
老
人
の
日
」
、
19
日
が
「
敬
老

の
日
」
、
15
日
か
ら
21
日
ま
で
の
１
週
間
は
「
老
人
週

間
」
で
す
。

　
８
月
10
日
に
100
歳
に
な
ら
れ
た

井
上
さ
ん
に
、
日
髙
町
長
か
ら
祝

い
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
井
上
さ
ん
は
、
現
在
介
護
老
人

福
祉
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
ま
す

が
以
前
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ

う
で
す
。

　
施
設
内
で
も
素
敵
な
笑
顔
で
、

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
と
施
設
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
と
お
話
す
る

こ
と
が
長
寿
の
秘
訣
で
は
な
い
か

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
井
上
さ
ん
は
歌
や
踊
り

が
大
好
き
で
、
よ
く
歌
を
口
ず
さ

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

　
ご
家
族
や
施
設
内
の
方
を
明
る

い
笑
顔
に
で
き
る
井
上
さ
ん
の
笑

顔
は
、
と
て
も
素
敵
で
し
た
。

　
宮
崎
さ
ん
は
、
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
年
に

数
回
剪
定
作
業
に
行
か
れ
ま
す
。

長
寿
の
秘
訣
を
尋
ね
る
と
、
「
じ

っ
と
し
て
い
る
の
が
嫌
い
で
、
な

る
べ
く
身
体
を
動
か
す
よ
う
に
し

て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

　
宮
崎
さ
ん
は
１
年
間
を
通
し
て

無
理
を
せ
ず
、
農
業
を
続
け
て
い

く
こ
と
も
長
寿
の
秘
訣
だ
ろ
う
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
野
菜
を

作
ら
れ
て
、
収
穫
し
た
作
物
は
市

場
に
出
荷
さ
れ
た
り
、
友
人
に
あ

げ
た
り
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
毎
日
、
畑
の
草
取
り
を
し
て
サ

ツ
マ
イ
モ
や
ネ
ギ
な
ど
の
収
穫
を

待
っ
て
い
る
宮
崎
さ
ん
の
お
顔
は

生
き
生
き
と
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

今
年
度
１
０
０
歳
到
達
！

井
上
　
テ
ル
さ
ん
（
虎
居
）

明
治
44
年
８
月
10
日
生
（
100
歳
）

宮
崎
　
實
さ
ん
（
船
木
）

大
正
４
年
２
月
７
日
生
（
96
歳
）

◆
さ
つ
ま
町
の
高
齢
者
の
状
況

　
本
町
の
、
平
成
２３
年
８
月
１
日
現
在
の
高
齢
化
率
は
約
３４
％
で
、

町
民
の
約
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
で
あ
り
、
超
高
齢
社
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
２１
年
１０
月
１
日
現
在
の
推
計
人
口
に
よ
る
全
国
及
び
鹿
児
島

県
の
高
齢
化
率
が
そ
れ
ぞ
れ
２２
．
７
％
及
び
２６
．
３
％
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
町
は
急
速
に
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
９
月
は
、
各
地
で
敬
老
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
高
齢
者
の

生
活
を
家
族
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
方
々
も
一
体
と
な
っ
て
、
見
守

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
が
気
軽
に
仲
間
や
健
康
づ
く
り

と
し
て
参
加
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
」
や
「
高
齢
者
ク
ラ

ブ
活
動
」
な
ど
、
高
齢
者
が
地
域
の
中
で
孤
立
せ
ず
、
社
会
と
ふ
れ

あ
っ
て
い
け
る
よ
う
地
域
福
祉
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
老
人
の
日
、
敬
老
の
日
、
老
人
週
間
を
機
会
に
、
地
域
で
も
高
齢

者
に
対
す
る
声
か
け
や
見
守
り
体
制
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。

年代区分

６５歳～６９歳

７０歳～７９歳

８０歳～８９歳

９０歳～９９歳

１００歳以上

合　　計

高齢者数（人）

１，３３３

３，６１１

２，８４１

５７０

１８

８，３７３

割　合（％）

５．５

１４．８

１１．７

２．３

０．１

３４．４

男（人）

６２１

１，５１６

９２１

１２０

２

３，１８０

女（人）

７１２

２，０９５

１，９２０

４５０

１６

５，１９３

高
齢
者
の
年
代
別
内
訳

祝い金を手にする井上さん「身体を動かすことが長寿の秘訣」と宮崎さん

※８月1日現在の住民基本台帳人口による

ふ
る
さ
と
元
気
座
談
会

開
催
中
！

　
今
年
度
の
座
談
会
は
、
主
に
行
政
側
か
ら
右
の
３
つ
の
テ
ー

マ
と
地
元
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

年
内
に
は
全
20
区
公
民
館
で
行
う
予
定
で
す
。

　
今
回
、
座
談
会
の
中
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
の
項
目
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

①
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て

②
地
域
交
通
対
策
に
つ
い
て

③
町
立
学
校
適
正
化
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

■
永
野
区

７
月
15
日
（
金
）

■
宮
之
城
屋
地
区

７
月
21
日
（
木
）

●
新
庁
舎
の
建
設
場
所
に
つ
い
て

●
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画

に
つ
い
て

●
町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
達
成
率

と
今
後
の
見
込
み
に
つ
い
て

●
公
民
会
未
加
入
世
帯
の
対
応
に

つ
い
て

●
放
射
線
量
の
測
定
・
公
開
に
つ

い
て

●
原
子
力
発
電
所
の
テ
ロ
対
策
に

つ
い
て

●
秋
葉
公
園
の
整
備
予
定
に
つ
い

て■
柊
野
区

７
月
22
日
（
金
）

●
土
地
改
良
区
の
解
除
及
び
地
区

外
除
外
等
に
つ
い
て

●
町
道
補
修
に
つ
い
て

●
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

●
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

■
湯
田
区

７
月
31
日
（
日
）

●
湯
田
地
区
の
農
業
及
び
観
光
の

振
興
に
つ
い
て

●
竹
ホ
タ
ル
の
振
興
に
つ
い
て

●
流
水
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

●
町
職
員
の
担
当
係
の
勤
務
期
間

に
つ
い
て
（
同
一
係
で
の
勤
務

期
間
）

●
水
田
裏
作
を
含
め
た
農
業
振
興

策
に
つ
い
て

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
人

員
の
状
況
に
つ
い
て

●
町
道
改
良
の
要
望

●
川
内
川
へ
の
内
水
対
策
の
要
望

■
紫
尾
区

８
月
５
日
（
金
）

●
統
合
後
の
中
学
校
の
就
学
指
定

に
つ
い
て

●
新
庁
舎
の
駐
車
場
確
保
と
工
事

期
間
中
の
駐
車
場
対
策
に
つ
い

て
●
虎
居
地
区
の
街
灯
に
つ
い
て

■
船
木
区

７
月
28
日
（
木
）

●
船
木
区
公
民
館
屋
根
瓦
塗
装
工

事
に
つ
い
て

●
農
地
等
の
条
件
整
備
に
つ
い
て

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
つ

い
て

●
道
路
補
修
に
つ
い
て

●
原
子
力
発
電
所
問
題
に
つ
い
て

●
町
か
ら
の
無
線
放
送
に
つ
い
て

■
求
名
区
　
１０
月
７
日
（
金
）

　
午
後
６
時
３０
分
～
　
求
名
交
流
館

■
平
川
区
　
１０
月
２８
日
（
金
）

　
午
後
７
時
～
　
平
川
研
修
セ
ン
タ
ー

■
鶴
田
区
　
１１
月
１１
日
（
金
）

　
午
後
６
時
３０
分
～
　

　
鶴
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
山
崎
区
　
１１
月
１６
日
（
水
）

　
午
後
７
時
～
　
山
崎
地
区
公
民
館

■
二
渡
区
　
１１
月
１２
日
（
土
）

　
午
後
７
時
～
　
二
渡
清
流
館

■
時
吉
区
　
１１
月
１８
日
（
金
）

　
午
後
６
時
～
　
ほ
た
る
館

■
虎
居
区
　
１１
月
２４
日
（
木
）

　
午
後
６
時
３０
分
～
　
虎
居
地
区
公
民
館

■
神
子
区
　
１１
月
２２
日
（
火
）

　
午
後
６
時
３０
分
～
　

　
神
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

８
月
９
日
か
ら
31
日
ま
で
に
開

催
さ
れ
た
、
座
談
会
の
内
容
は

10
月
号
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。

み
ん
な
で
築
こ
う

　
す
こ
や
か
長
寿
社
会

◆
「
老
人
の
日
」
は
、
国
民
の
間
に
老
人
の
福
祉
へ
の
関
心
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
解
を
深
め
る
。

◆
「
敬
老
の
日
」
は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
。

◆
「
老
人
週
間
」
は
、
老
人
が
自
ら
の
生
活
の
向
上
に
努
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
欲
を
促
す
。

と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
寿
者
紹
介 

② 

長
寿
者
紹
介 

①

※
高
齢
化
率
に
よ
る
分
類

　
高
齢
化
社
会
（
高
齢
化
率 

７
％
～
14
％
）

　
高
齢
社
会
　
（
　
同
　
　
　
14
％
～
21
％
）

　
超
高
齢
社
会
（
　
同
　
　
　
21
％
～
　
　
）
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任
期
：
平
成
23
年
８
月
１
日
～
平
成
26
年
７
月
31
日

年
齢
基
準
日
　
平
成
23
年
８
月
１
日

■
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
内
線
２
４
４
１
）

（
敬
称
略
）

大野靖孝（70）公選
担当：神子（上下大迫、大野

高嶺、櫃ケ迫、湯田原）

田畑和成（42）公選
担当：鶴田（浦川内、城内

東善寺、鶴田町、麓

鶴田南、東湯田原）

三腰修一（63）公選
担当：泊野

豊増文夫（64）公選
担当：佐志

坂元兼一（58）公選
担当：平川

池山準一（66）農協推薦
担当：永野

（吉川、南川）

坂元智一（57）公選
担当：永野（新岩元

駒ケ段、簗平、下別府）

吉留義晃（63）公選
担当：柏原（市場

種子田、上川口）

担当：白男川

（簗原、白男川中）

山口仁志（55）公選
担当：求名

（広橋、戸子田、黒鳥）

中村勝哉（70）公選
担当：中津川

（弓之尾、尾原、別野）

児玉周次（63）公選
担当：湯田

佐藤栄作（52）公選
担当：二渡

担当：虎居（虎居町、東町
西町、西手東、西手西、
虎居馬場、轟原、虎居大角
甫立、上向、上向中）

橋口醇美（67）公選
担当：虎居（一ツ木

海老川、日当瀬、下川口）

川野多津子（59）議会推薦
担当：鶴田（上場、大平

東、山神、鶴田大角、上手）

東　義弘（50）公選
担当：時吉、宮之城屋地

馬場恵利子（53）議会推薦
担当：求名

（下手、下中福良、求名町）

栗牧伸一（55）公選
担当：神子（中間、新田

栗野、大俣、柳野）

松尾秀樹（47）公選
担当：求名（橋掛、上狩宿

下狩宿、境田）

大迫勝哉（51）公選
担当：紫尾

下野房義（61）公選
担当：山崎

福永一男（67）公選
担当：久富木

竹之内祥子（41）議会推薦
担当：船木（船木下、旭）

尾付野勝秋（66）公選
担当：中津川

（武白猿、北方町）

熊田孝治（55）公選
担当：求名（熊田、搦

上中福良）

米丸純男（59）公選
担当：柏原（大願寺

下京塚原、市場、小路下手）

中山敬志（66）公選
担当：柊野

福永凖一郎（76）共済推薦
担当：柏原

（小路下手、諏訪下）

柳田隆男（63）土改推薦
担当：白男川（浅井野）

会長

坂元勝志（58）公選
担当：船木

（船木東、船木西）

会長代理

城戸伸二（56）公選
担当：永野（金山、仕明

新町、吉川）

会長代理

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
売
買
や
転
用
な
ど
の
審
査
を
は
じ
め
、
農

地
の
有
効
活
用
や
農
家
の
担
い
手
育
成
、
農
業
者
年
金
の
加
入
と
受
給
業

務
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
携
わ
る
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
き
め
細
や
か
な
世
話
役
活
動
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
は
じ
め
ま
し
て
。

　
私
の
名
前
は
ロ
ー
ガ
ン
・
モ

ー
リ
ー
で
す
。

　
私
は
２９
歳
で
、
ア
メ
リ
カ
の

コ
ロ
ラ
ド
州
か
ら
来
ま
し
た
。

　
私
は
フ
ォ
ー
ト
・
ル
イ
ス
大

学
で
人
類
学
と
言
語
学
を
専
攻

し
２
０
０
５
年
に
卒
業
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
６
年
間
環
境
保

護
団
体
で
働
き
な
が
ら
、
日
本

人
の
留
学
生
に
英
語
を
教
え
ま

し
た
。

　
私
は
大
学
の
あ
る
コ
ロ
ラ
ド

州
で
妻
に
な
る
明
日
香
と
出
会

い
ま
し
た
。
彼
女
は
日
本
人
で
、

長
崎
県
の
佐
世
保
出
身
で
す
。

私
た
ち
は
４
年
前
に
結
婚
し
ま

し
た
。

　
私
は
今
ま
で
に
い
ろ
ん
な
国

に
旅
行
を
し
て
、
日
本
に
来
る

の
は
今
回
で
４
回
目
に
な
り
ま

す
。

　
さ
つ
ま
町
は
、
と
て
も
美
し

く
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
素
敵
な

場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
つ
ま

町
の
人
々
は
や
さ
し
く
私
を
受

け
入
れ
て
く
れ
て
、
手
助
け
を

し
て
く
れ
ま
す
。
さ
つ
ま
町
夏

祭
り
で
踊
り
、
さ
つ
ま
町
の
プ

ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
こ
と
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
つ
ま
町
に
来
て
以
来
、
私

は
こ
こ
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
、

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
員

に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
さ
つ
ま
町
の
英
語

教
師
と
し
て
働
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
会
う
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
温
か
い
歓
迎
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
　
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

よ
う
こ
そ
！

　
ロ
ー
ガ
ン
・

　
　
モ
ー
リ
ー
先
生

　
新
し
く
、
本
町
の
英
語
指
導
助
手
と
し

て
、
ロ
ー
ガ
ン
・
モ
ー
リ
ー
先
生
を
迎
え

ま
し
た
。

　
２
学
期
か
ら
、
主
に
鶴
田
・
薩
摩
地
区

の
小
・
中
学
校
で
英
語
の
指
導
に
あ
た
り

ま
す
。

　
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ローガン・モーリー先生

①文化財の保存及び活用に関する重要事項

　調査審議 

②歴史民族資料館の運営にかかる助言

文化財保護審議会の主な役割

さつま町文化財保護
審議会委員の紹介

任期：平成２３年７月１日
　　　　　　～平成２５年６月３０日

（敬称略）

新
農
業
委
員
の
紹
介

町
農
業
委
員
会
農
業
委
員
の
改
選
に
よ
り
、
新
し
く
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
長

副
会
長

野
﨑 

正
寛
（
山
崎
）

原
田 

紀
史
（
平
川
） 
横
山 
よ
り
子
（
船
木
） 

井
上 
和
夫
（
宮
之
城
屋
地
）

大
囿 

美
智
男
（
紫
尾
） 

外
越 

フ
サ
子
（
柏
原
） 

 
 

市
來 

強 

（
鶴
田
） 

 

米
森 

十
一
（
中
津
川
）

黒
田 

敏
隆
（
永
野
）

　
國 

健
一
郎
（
求
名
）

角誠一（65）公選

帖佐　郎（62）公選



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

さ
つ
ま
町
青
少
年
中
種
子
交
流
事
業

「
よ
う
こ
そ
僕
ら
の
ふ
る
さ
と
へ
」

ナ
シ
収
穫
祭

お
話
し
の
部
屋

ス
ペ
シ
ャ
ル
開
催

甘
さ
に
感
激
！

ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生

日
本
文
化
に
ふ
れ
る

石
碑
建
立
除
幕
式

宮
之
城
御
仮
屋
跡
　

盈
進
館
・
嚴
翼
館
跡
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平
成
１８
年
７
月
に
結
ば
れ
た
、

友
好
交
流
協
定
に
基
づ
き
、
本
年

度
も
「
さ
つ
ま
町
青
少
年
中
種
子

交
流
事
業
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
さ
つ
ま
町
か
ら
中
種
子

町
へ
の
訪
問
活
動
で
し
た
が
、
今

年
は
、
８
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で

の
３
日
間
、
中
種
子
町
の
青
少
年

が
、
本
町
を
訪
問
し
、
様
々
な
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
種
子
町
か
ら
は
、
小
・
中
学

生
２１
人
が
、
さ
つ
ま
町
か
ら
は
、

小
・
中
学
生
２９
人
が
参
加
し
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
協
力
の
も

と
農
家
民
泊
、
陶
芸
、
お
菓
子
作

り
、
川
遊
び
、
ガ
ラ
ス
工
芸
、
そ

ば
打
ち
な
ど
、
さ
つ
ま
町
の
特
色

あ
る
様
々
な
体
験
・
交
流
活
動
を

し
な
が
ら
、
お
互
い
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
佐
志
小
学
校
５
年
生

春
田
魁
星
く
ん
は
「
農
家
民
泊
で

は
、
夕
食
の
材
料
は
自
分
た
ち
で

協
力
し
て
調
達
し
ま
し
た
。
釣
っ

た
魚
や
植
物
の
葉
っ
ぱ
を
天
ぷ
ら

に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
自
然
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 農家民泊施設の前で・・・

大型絵本の読み聞かせ

農家の方に手伝ってもらって大きなナシを・・・

参加者全員で記念撮影時間が過ぎるもの忘れて川遊びに没頭

　
７
月
２９
日
、
町
ナ
シ
振
興
会

（
児
玉
菊
次
会
長
　
会
員
１６
人
）

に
よ
る
ナ
シ
収
穫
祭
が
愛
甘
園

（
園
主
　
藤
田
俊
郎
さ
ん
）
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
産
は
、
雨
の
日
が
多
く
病

気
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

梅
雨
明
け
が
早
か
っ
た
こ
と
や
昼

夜
の
温
度
差
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

お
い
し
い
梨
が
出
来
ま
し
た
。

　
収
穫
祭
に
は
、
上
宮
保
育
園
の

園
児
も
招
か
れ
、
も
ぎ
と
り
収
穫

体
験
や
試
食
に
大
喜
び
す
る
姿
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
内
産
の
ナ
シ
は
主
要
国
道
沿

い
で
の
店
頭
販
売
を
中
心
に
、
観

光
農
園
、
宅
配
、
各
直
売
所
で
１０

月
ま
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
お
話
し
の
部
屋
ス
ペ
シ
ャ
ル
が

７
月
２３
日
、
鶴
田
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
保
育
園
児
、
学
童
ク

ラ
ブ
の
児
童
及
び
親
子
連
れ
等
８５

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
大
型
絵
本
、
紙

芝
居
等
を
通
じ
て
本
に
親
し
み
、

読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

目
的
に
年
３
回
図
書
室
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

の
他
に
、
は
が
き
絵
作
家
の
小
向

井
一
成
先
生
の
さ
つ
ま
町
民
話
の

手
作
り
紙
芝
居
等
も
あ
り
、
子
ど

も
達
は
目
を
輝
か
せ
て
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
屋
地
楽
習
館
図
書
室
で

は
、
第
２
・
４
土
曜
日
の
午
前
１０

時
か
ら
お
話
の
部
屋
と
し
て
、
ビ

デ
オ
シ
ア
タ
ー
と
読
み
聞
か
せ
を

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
４
日
か
ら
１０
日
に
か
け
て
、

宮
崎
県
の
南
九
州
短
期
大
学
に
在

籍
の
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
、
グ
エ

ン
・
タ
イ
ン
・
フ
ェ
ン
さ
ん
（
２１
）

と
ダ
ム
・
テ
ィ
・
ホ
ア
イ
・
タ
イ

ン
（
２１
）
さ
ん
の
二
人
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
行
い
ま
し
た
。

　
夏
休
み
期
間
中
の
二
人
は
、
本

町
広
瀬
に
あ
る
同
短
期
大
学
の
田

野
光
彦
教
授
の
自
宅
で
、
教
授
の

ご
夫
人
で
千
葉
県
か
ら
帰
郷
さ
れ

た
、
つ
ね
子
さ
ん
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
日
本
語
や
作
法
を
研
修

し
、
一
週
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ン
さ
ん
は
「
将
来
は
日
本

語
の
先
生
に
な
り
た
い
」
、
タ
イ

ン
さ
ん
は
「
日
本
の
料
理
を
研
究

し
て
、
世
界
の
料
理
を
研
究
し
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

左からタインさん、田野つね子さん、フェンさん

　
８
月
１８
日
、
宮
之
城
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
「
第
７
回
さ
つ
ま
町
人

権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
６
０
０

人
が
人
権
文
化
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
人
権
問
題
を
全
町
民

的
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
全
て
の
差
別
を
無
く

す
る
よ
う
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ

て
、
住
み
良
い
町
を
築
い
て
い
く

こ
と
を
趣
旨
に
、
鹿
児
島
県
人
権

同
和
啓
発
強
調
月
間
で
あ
る
８
月

に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
大
会
で
は
、
薩
摩
中
央
高
校
ダ

ン
ス
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
続

き
、
開
会
行
事
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
行
わ
れ
た
小
中
高
生
代
表
４
人

に
よ
る
人
権
作
文
の
発
表
で
は
、

「
き
ず
な
を
深
め
る
す
て
き
な

言
葉
」
・
「
障
が
い
っ
て
何
だ
ろ

う
」
・
「
平
和
と
は
」
・
「
命
の

存
在
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
で
作
家
の
栗
原
美
和
子
さ
ん

に
よ
る
「
差
別
の
な
い
社
会
を
め

ざ
し
て
　
～
橋
は
か
か
る
～
」
と

題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
代
に
お
け
る
被
差
別
部
落
の

問
題
に
つ
い
て
、
自
身
の
体
験
を

ふ
ま
え
て
の
講
演
は
、
同
和
問
題

を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
の
重

要
性
に
つ
い
て
喚
起
を
促
す
内
容

で
あ
り
、
参
加
者
に
大
き
な
感
動

を
与
え
ま
し
た
。

　
現
在
の
盈
進
小
学
校
の
敷
地
に

は
、
江
戸
時
代
、
宮
之
城
島
津
家

が
治
め
て
い
た
「
宮
之
城
郷
」
の

政
治
を
執
り
行
う
「
御
仮
屋
」
が

置
か
れ
、
安
政
５
年
（
１
８
５
８

年
）
に
は
、
１５
代
久
治
に
よ
り
、

「
盈
進
館
」
（
勉
学
の
場
）
と
「
嚴

翼
館
」
（
体
を
鍛
え
る
場
）
が
置

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
後
生
に
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
さ
つ
ま
町
郷

土
史
研
究
会
に
よ
り
、
盈
進
小
学

校
正
門
横
に
石
碑
が
建
立
さ
れ
、

８
月
１８
日
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

人
権
作
文
の
発
表
者

山崎小学校６年

長濱 芽生 さん

宮之城中学校２年

立宅 広奈 さん

薩摩中央高等学校３年

竪山 夢織 さん

薩摩中学校２年

下土橋 舞 さん

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た

　
　
元
気
い
っ
ぱ
い
の

　
　
　
薩
摩
中
央
高
校
ダ
ン
ス
部

▲

ご
自
身
の
経
験
を
基
に
講
演
さ
れ
た
、
栗
原
美
和
子
さ
ん

▲

石碑の除幕後に関係者で記念撮影

相
手
の
立
場
や
い
た
み
が
わ
か
る

心
を
育
て
ま
し
ょ
う

相
手
の
立
場
や
い
た
み
が
わ
か
る

心
を
育
て
ま
し
ょ
う

第
７
回
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

久
富
木
ぴ
ん
コ
ロ
村
一
宿
一
飯

さ
つ
ま
の
夏
を
堪
能
！

夏
の
さ
つ
ま
町
合
宿

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

永
野
　
池
山
幸
吉
さ
ん

旭
日
双
光
章
を
受
章

永
野
　
久
永
豪
さ
ん
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８
月
６
日
か
ら
７
日
ま
で
、
久

富
木
ぴ
ん
コ
ロ
村
で
は
、
第
１６
回

目
と
な
る
一
宿
一
飯
（
久
富
木
区

主
催
、
さ
つ
ま
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
研
究
会
共
催
）
の
受
入

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
鹿
児
島
大
学
生
９
人

と
Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
の
社
員
１３
人

（
福
岡
本
社
５
人
、
鹿
児
島
支
社

８
人
）
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
大
学
生
一
行
は
、
６
日

昼
過
ぎ
に
さ
つ
ま
町
に
到
着
し
、

二
渡
の
「
竹
の
子
村
」
で
竹
細
工

体
験
の
後
、
久
富
木
区
の
皆
さ
ん

と
「
さ
つ
ま
ナ
ン
コ
」
な
ど
交
流

会
を
楽
し
み
、
そ
の
後
「
民
泊
ひ

ぐ
ら
し
（
久
富
木
の
満
留
さ
ん
）」、

「
農
家
民
宿
ふ
る
さ
と
（
佐
志
の

下
馬
場
さ
ん
）
」
、
「
竹
の
子
村

（
二
渡
の
山
下
さ
ん
）
」
の
３
軒

の
農
家
民
宿
に
分
か
れ
宿
泊
を
し

ま
し
た
。

　
翌
７
日
は
、
「
山
崎
農
場
（
佐

志
の
山
崎
さ
ん
）
」
で
そ
ば
打
ち

体
験
や
永
野
金
山
跡
地
等
を
見
学

し
ま
し
た
。
鹿
児
島
大
学
の
皆
さ

ん
は
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
大
満
足
で
、
次
は
さ
つ
ま
町
の

他
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
体

験
も
し
て
み
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
　
Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
一
行
は
、
一
宿

一
飯
へ
の
参
加
は
４
回
目
に
な
り

ま
す
が
、
今
回
は
、
日
程
等
の
都

合
で
７
日
の
「
さ
つ
ま
町
夏
ま
つ

り
」
の
手
踊
り
だ
け
の
日
帰
り
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

　
久
富
木
区
公
民
館
で
手
踊
り
の

練
習
後
、
久
富
木
区
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
夏
ま
つ
り
に
参
加
さ
れ
、

短
い
さ
つ
ま
町
で
の
滞
在
時
間
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
精
一
杯
の
踊
り

で
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

体験者が見守る中でのそば打ち、うまくいくかな？

さすが常連！手踊りはプロ並み？

炎天下の中のラグビー合宿

受章の報告をされた、久永豪さん

受章の報告をされた、池山幸吉さん

　
今
年
も
夏
休
み
期
間
中
、
小
・

中
学
生
、
高
校
生
の
ス
ポ
ー
ツ
等

合
宿
が
町
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
主
な
合
宿
は
、
８
月
９
日
～

１６
日
に
か
け
て
、
「
か
ぐ
や
姫
グ

ラ
ウ
ン
ド
」
で
高
校
ラ
グ
ビ
ー
の

合
宿
が
行
わ
れ
、
長
崎
北
陽
台
高

校
を
は
じ
め
、
県
外
の
高
校
１１
校

を
含
む
１５
校
、
延
べ
約
２
，
７
０

０
人
が
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
高
校
男
子
・
中
学

女
子
バ
レ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
、
管
弦

楽
等
の
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
で
の
合
宿
は
、
温
泉
旅
館

組
合
の
協
力
や
体
育
施
設
の
充
実
、

恵
ま
れ
た
交
通
条
件
な
ど
か
ら
、

毎
年
多
く
の
学
校
や
団
体
が
合
宿

を
行
っ
て
い
ま
す
。
２２
年
度
の
県

外
か
ら
の
合
宿
延
べ
人
数
実
績

（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
京
セ
ラ
を
含
む
）
は
、

９
，
５
７
３
人
と
な
っ
て
お
り
、

県
内
で
第
４
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２３
年
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
た
元
さ
つ
ま
町

消
防
団
薩
摩
方
面
隊
長
の
池
山
幸

吉
さ
ん
（
７６
）
が
町
長
室
を
訪
れ
、

日
髙
町
長
に
受
章
の
報
告
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
池
山
さ
ん
は
昭
和
３６
年
に
旧
薩

摩
町
消
防
団
に
入
団
以
来
、
４７
年

余
の
永
き
に
わ
た
り
、
災
害
現
場

の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
平
成
１１
年
か
ら
旧
薩
摩

町
消
防
団
副
団
長
を
、
平
成
１７
年

の
市
町
村
合
併
後
は
さ
つ
ま
町
消

防
団
薩
摩
方
面
隊
長
と
し
て
、
消

防
団
の
基
盤
づ
く
り
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
災
害
現

場
で
の
活
動
や
団
員
の
指
導
育
成
、

消
防
技
術
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　
平
成
２３
年
春
の
叙
勲
で
旭
日
双

光
章
を
受
章
さ
れ
た
元
さ
つ
ま
町

農
業
委
員
会
会
長
の
久
永
豪
さ
ん

（
７９
）
が
町
長
室
を
訪
れ
、
日
髙

町
長
に
受
章
の
報
告
を
さ
れ
ま
し

た
。
　
久
永
さ
ん
は
昭
和
３９
年
に
公
選

に
よ
り
旧
薩
摩
町
農
業
委
員
に
就

任
以
来
、
１５
期
４４
年
余
の
永
き
に

わ
た
り
、
農
地
の
利
用
調
整
に
必

要
な
体
制
づ
く
り
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
農
地
の
確
保
と
保
全
に

高
い
見
識
に
基
づ
く
取
り
組
み
で

指
導
力
を
発
揮
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
旧
薩
摩
町
議
会
議
員

や
鹿
児
島
県
農
業
会
議
会
長
な
ど

も
歴
任
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
９
月
１１
日
、
９
月
１７
日
か
ら
９

月
１８
日
ま
で
の
３
日
間
、
第
６５
回

県
民
体
育
大
会
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
が
、
か
ぐ
や
姫
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
各
地
区
代
表
に
よ
る
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
町

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
声
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
成
年
男
子
川
薩
チ
ー
ム
は
、
６

連
覇
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
　
な
お
、
大
会
当
日
は
、
か
ぐ
や

姫
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
は
、
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
交
通
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

８月～９月

県内各地

９月17日（土）

かぐや姫Ｇ

９月18日（日）

かぐや姫Ｇ

12：15 11：00

11：00

鹿
児
島

姶
良
伊
佐

（
姶
　
良
）

姶
良
伊
佐

（
伊
　
佐
）

肝
　
属

北
　
薩

（
川
　
薩
）

北
　
薩

（
出
　
水
）

南
　
薩

大
　
島

少　年

成　年

９月17日（土）

かぐや姫Ｇ

９月11日（日）

かぐや姫Ｇ

９月18日（日）

かぐや姫Ｇ

14:45

11:00 13:30 14:45 12:15

13:30

12:30

鹿
児
島

姶
良
伊
佐

（
姶
　
良
）

姶
良
伊
佐

（
伊
　
佐
）

肝
　
属

北
　
薩

（
川
　
薩
）

北
　
薩

（
出
　
水
）

南
　
薩

大
　
島

熊
　
毛

県民体育大会以外の本町でのラグビー対戦カード

・９月11日（日）キュウシュウＢリーグ　日特×山形屋　16:00キックオフ  かぐや姫Ｇ

・９月18日（日）キュウシュウＢリーグ　山形屋×東芝大分　12:00キックオフ　北薩広域公園Ｇ 

・９月17日（土）九州学生リーグⅠ部　　志學館×九州共立　17:00キックオフ　かぐや姫Ｇ 

・９月18日（日）キュウシュウＢリーグ　鹿銀×ＮＴＴ-Ｇ福岡　16:00キックオフ　北薩広域公園Ｇ

第
65
回
平
成
23
年
度
県
民
体
育
大
会

　
　
　
（
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
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性別

めす 302 137,212,000 1,000,000 454,344 280

305

293

429,091

441,573

600,000

1,000,000

132,589,000

269,801,000

309

611

去勢

合計

頭数 せり価格 最高価格 平均価格 平均体重

８月子牛せり市結果
薩摩中央家畜市場　８月８日(月)～９日(火）開催 （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

前回比（対７月分）

8,757円高値

1,572円高値

6,164円高値

１相談事業

　①心の悩みに対する相談

　　（多重債務や近隣トラブル等の無料弁護士相談）

　②健康フェスタでの健康相談

２普及啓発事業

　①健康づくり推進大会での講演会（笑いとこころをキーワードに）

　②普及啓発ポロシャツの着用や相談窓口を掲載したグッズの配布

　③自殺予防週間での悩みの相談窓口の広報街頭キャンペーンの実施

最後に………　＜私たちにできる自殺予防は＞

　あなたのまわりを見回してください。あなたの力で救えるいのちがあります。

　気づき………家族や仲間の変化に気づいて、声をかける

　傾　聴………本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

　つなぎ………早めに専門家に相談するように促す

　見守り………温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

　悩みに気づいて、声をかけてあげることで、心のケアまではできなくても、必要な専

門機関につなげることができます。そして、その輪がいのちを支えるネットワークにつ

ながっていきます。あまり難しく考えないで、家族や仲間の変化に気づいて、本人の気

持ちを尊重し、耳を傾け、早めに専門家に相談するように促すことが重要です。

「支えあう心といのち」まず、自分が出来ることから始めてみてください。

　全国の年間自殺者数は、平成１０年より１３年連続して３万人を超え、欧米の先進諸国と比較しても高い水準

となっています。

　自殺予防対策を推進するためには、自殺について誤解や偏見をなくし、正しい知識を普及啓発することが重要

です。

　さつま町では、平成１８年より自殺対策における情報提供・普及啓発・人材養成のための研修、関係機関との

ネットワークづくりに取り組み自殺者の減少につなげてきましたが、今年は自殺がやや増加傾向にあります。

　そこで、今年度は、「支えあう心といのち」をキャッチフレーズに、こころの健康づくりを広く町民の皆様に

普及啓発したいと考えています。自殺対策はみんなで取り組むことが大切です。

　さつま町の自殺対策での相談や普及啓発での取り組みとしては、関係機関と連携しながら次のような事業を実

施します。

身体障害者用駐車場利用証制度 
（パーキングパーミット制度 ）
 をご存じですか？

　鹿児島県では、障害者、高齢者、妊産婦など歩行が困難と認め

られる方に対して、県内共通の身体障害者用駐車場利用証（パー

キングパーミット制度）の推進を図っています。

　この制度は、県が対象者に利用証を交付し車に表示することで、

県と各施設で協定した駐車場で、必要としている人の駐車スペー

スの確保を図ることを目的としています。

　鹿児島県の導入後、平成２３年７月３１日までにさつま町では

６７枚が交付されています。

　この制度の利用をご希望の方は、次の方法で申請してください。

申請方法はいたって簡単です。
次の３つの「 る ・ る ・ る 」で申請しましょう

申請書へ記入する 証明する手帳等をコピーする る
１４０円切手を同封し郵送す

または、北薩地域振興局へ出かけ

★申請書は、さつま町 福祉課 福祉障害係か，県北薩地域振興局で受け取ることができます。

★郵送申請の場合は、 県北薩地域振興局へ到着後、申請内容に間違いが無ければ数日後に自宅へ郵送で届きます。

（北薩地域振興局へ直接来局された場合は，直ちに交付できます。）

＜　　利　　用　　証　＞

（赤） （緑） （オレンジ）

車椅子常時利用者で、
車を運転される方�

障害者、高齢者、
難病の方�  

一時的に歩行困
難な方

【有効期限：５年間】【有効期限：５年間】【有効期限：１年未満】

※具体的な対象者についてはお問い合わせください。

　◆身障者用駐車場利用証は、３種類あり利用者によって有効
　　期限と色が区分されています。

＜ 案内表示用ステッカー ＞

公共施設・病院・店舗などの駐車場に、
立て看板や壁へ表示されています。

※　熊本県 ・ 佐賀県 ・ 長崎県 ・ 山口県でも制度化されており、同様に利用する事ができます。

P

◎お問い合わせ先
・鹿児島県北薩地域振興局　地域保健福祉課
　　地域支援係  0996（23）3166 [ 内線220 ]
　〒895-0041　薩摩川内市隈之城町228-1

・さつま町役場 福祉課 福祉障害係（内線2135）

　身障者用駐車場は、できる

だけ建物に近い位置に駐車す

る必要がある方の駐車スペー

スです。

　誰もが楽しく出かけられる

よう、みんながゆずりあい・

いたわりあい・思いやりのや

さしい気持ちを持ち、共にい

きいきと暮らせるまちづくり

を進めていきましょう。

　８月10日、町道中央線ほか12路線の清掃作業を実施しました。

　さつま建友会会員の方々や町議会議員・町職員など約２５０人

が参加し、道路沿いの除草、伐採などの作業が行われ、町内各所

の道路がきれいになりました。

清
掃
作
業
後
に
き
れ
い
に
な
っ
た
道
路

▲

「道の日」に道路清掃作業を実施

８月１０日は「道の日」

３つの『る・る・る』で申請こころの健康　～支えあう心といのち～

９月10日から16日までの一週間は「自殺予防週間」です

９月10日は「世界自殺予防デー」

普及啓発用に作成されたポロシャツ
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鶴田剣道スポーツ少年団
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３
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す
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団
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導
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夜星川橋が架替
　平成２０年度から国道２６７号（柏原地内）で施工していた新しい

「夜星川橋」が完成し、６月１５日から全面供用しました。

新しい夜星川橋新しい夜星川橋←至 さつま町市街地←至 さつま町市街地 至 湯田区方面→ 至 湯田区方面→ 

平成18.7.22撮影(鹿児島県北部豪雨災害) 平成18.7.22撮影(鹿児島県北部豪雨災害) 旧夜星川橋 旧夜星川橋 

　三大栄養素の炭水化物、たんぱく質、脂質、これにミネラルとビタミンが加わり、『五大栄養素』と言わ

れています。私たちの体に入った栄養素がうまくはたらくために欠かせないのがビタミンです。現在ビタミ

ンは13種類あり、どれも体に大切なものですが、体内で作ることはできません。偏った食生活、高カロリー

食、ストレス過多による多量消費などで不足します。

　何となく感じる体の不調･･･ビタミン不足の可能性を疑ってみてはどうでしょうか？

栄養素

ビタミンＢ１
気分がふさぐ・情緒不安・協調性に欠ける・集中力の欠如

便秘・肌荒れ・眼精疲労・疲れやすい
豚肉・胚芽・豆類・牛乳・緑黄色野菜

ビタミンＢ12 脱力感・神経障害・うつ状態・記憶力・集中力の低下 レバー・豚肉・魚・卵・チーズ・はまぐり・牡蠣

ビタミンＢ２ 無気力・人格荒廃・月経不順・肌荒れ レバー・卵黄・緑黄色野菜

ビタミンＢ６ 神経過敏・イライラ・不眠症・皮膚炎・貧血 肉・魚・牛乳・卵・豆類・レバー

ビタミンＡ 口内炎・乾燥肌・肌荒れ レバー・緑黄色野菜

ビタミンＣ 抵抗力の低下・肌荒れ・イライラ 果物・野菜類

ビタミンＤ 骨粗しょう症 乳製品・魚類

ビタミンＥ 肌荒れ・冷え性・月経不順 アーモンド・魚卵・大根葉

欠乏症状 多く含まれる食品

こんにちは保健師ですこんにちは保健師ですこんにちは保健師です 健康さつま21

～大切な栄養素のはたらきを円滑にするためのスペシャルサポーター～」

《ビタミンについて》



■くらしの情報 ●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

●７月の火災・救急情報
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施設利用者募集 商品出品者募集
 施設職員募集知的・身体・精神障害者

手帳をお持ちの方

平成23年11月完成予定

『おじゃったモールさつま川内館』

障がい者就労施設 (物産館)

入来町国道328号線 日の丸交差点近くに23年11月オープン

社会福祉法人 ウイズ福祉会

あすくーる入来
〒895-1401

薩摩川内市入来町副田6542-1
TEL 21-4221 FAX 21-4231
E-Mail:asukuru@po4.synapse.ne.jp

身体障害者更生援護施設

「おじゃったモールさつま川内館」

＊健診(人間ドック)、循環器内科は予約制です。(TEL0996-53-0326)

薩摩郡医師会病院診療案内 (H23.５.30～)
診療科

内　科 神野

益崎

緒方

福嶋

林田 平木林田 林田

緒方 緒方 緒方 大学

益崎 益崎

福岡 早川

倉元倉元 倉元

堀之内
(第2・第4)

益崎

神野 神野 神野

花田 花田 花田
交代制

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

福嶋福嶋 福嶋

広
　
告

詳細は、ちくりんスタンプ会まで 　53-1141(町商工会内)

ちくりんスタンプ会イベント情報ちくりんスタンプ会イベント情報
スタンプを貼り終えた台紙に、貼ってご利用ください。
このシールを貼ってある台紙はスタンプシールをプラス
１０枚差し上げます。

スタンプシール

有効期限

平成23年９月30日

プラス

１０枚

キ 

リ 

ト 

リ 

線

グラウンドゴルフ大会
と人吉温泉 (１泊２日の旅)

日時：11月23日(水)

        ～24日(木)

日時：11月23日(水)

        ～24日(木)

日時：11月23日(水)

        ～24日(木)

場所：一勝地温泉「かわせみ」場所：一勝地温泉「かわせみ」場所：一勝地温泉「かわせみ」

台紙２冊と

10,000円

鳥居石材店
さつま町虎居町７－８　ＴＥＬ０９９６（５３）１１８９

確実な信頼と永年の実績を誇る

墓　　石

納 骨 堂

石材彫刻

鳥　居　通

石
材
の
専
門
家
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大会競技２６種目の１位の記録は次の通りです。

５年 男子 50ｍ自由形 西　貴哉

種　　　　　目 氏名（敬称略） 学校名 タイム

紫　尾 36秒90

６年 男子 50ｍ自由形 石之野　輝 佐　志 37秒10

５年 男子 50ｍバタフライ 西　貴哉 紫　尾 50秒00

５年 男子 50ｍ平泳ぎ 福田　晃久 佐　志 54秒10

６年 男子 50ｍ平泳ぎ 西田　成希 紫　尾 45秒90

６年 女子 50ｍ平泳ぎ 今増　葉月 山　崎 52秒90

５年 男子 50ｍ背泳ぎ 齋藤　将輝 佐　志 58秒80

６年 男子 50ｍ背泳ぎ 藤野　悠貴 盈　進 49秒00

６年 男子 50ｍバタフライ 三腰　力 山　崎 44秒00

６年 男子 100ｍ自由形 三腰　力 山　崎 １分30秒30

６年 女子 100ｍ自由形 平原　未来 柏　原 １分45秒60

６年 男子 100ｍ平泳ぎ 高木　正行 佐　志 １分51秒80

５・６年 男子 200ｍフリーリレー 石之野輝，杣川豪，高木正行，甫立竜亮 佐　志 ２分44秒40

５・６年 男子 200ｍメドレーリレー 石之野輝，杣川豪，高木正行，東怜生 佐　志 ３分04秒90

５・６年 女子 200ｍメドレーリレー 飛松はづき，村岡望菜，池山日南子，右田麗旺 永　野 ３分32秒40

５・６年 男子 200ｍ個人メドレー 齋藤　将輝 佐　志 ４分21秒80

５・６年 女子 200ｍ個人メドレー 白石　愛沙 盈　進 ４分55秒00

５・６年 女子 200ｍフリーリレー 軸屋まどか，田平茉莉，平原未来，宮脇葵 柏　原 ３分06秒50

６年 女子 100ｍ平泳ぎ 脇　すみれ 佐　志 １分47秒00

６年 女子 50ｍバタフライ 和田　奈々 泊　野 53秒90

６年 女子 50ｍ背泳ぎ 下湯瀬　仁美 流　水 １分01秒20

５年 女子 50ｍ自由形 飛松 はづき 永　野 37秒50

６年 女子 50ｍ自由形 眞崎　綾 山　崎 38秒90

５年 女子 50ｍ背泳ぎ 飛松 はづき 永　野 47秒10

５年 女子 50ｍバタフライ 右田　麗旺 永　野 １分03秒80

５年 女子 50ｍ平泳ぎ 楠八重　友巳 泊　野 52秒60

　７月２６日、宮之城屋内温泉プールで第６回小学校水泳記録会が開催されました。

　町内１４小学校から選抜された、約２２０名の選手が出場し、これまでの水泳学習の成

果を発揮しました。

　選手たちは日頃からの練習の成果を発揮し、力強い泳ぎで自分の記録に挑戦しました。

○救　急
◆出動件数 　　82件
　運んだ人 　　83人
◆内 訳
　急　病 　37件37人
　交通事故 ６件８人
　その他　 39件38人

○火　災
◆発生件数　0件

●
延
焼
防
止
に
効
果
！

　
　
　
　
　
　
　
防
炎
製
品

　
身
近
な
布
製
品
を
燃
え
に
く

い
防
炎
品
と
す
る
こ
と
は
、
火

災
の
延
焼
防
止
に
効
果
的
な
対

策
で
す
。

　
防
炎
品
に
は
、
パ
ジ
ャ
マ
、

シ
ー
ツ
、
エ
プ
ロ
ン
、
カ
ー
テ

ン
、
布
製
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
じ

ゅ
う
た
ん
、
枕
や
布
団
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
た
ば
こ
や
ラ
イ

タ
ー
な
ど
の
小
さ
な
火
に
接
し

て
も
容
易
に
燃
え
上
が
ら
ず
、

ま
た
、
火
源
を
離
せ
ば
自
然
に

消
火
す
る
よ
う
加
工
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
防
炎
品
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
高
齢
者
や
身
体
が
不
自

由
な
方
の
避
難
時
間
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

着
衣
に
着
火
す
る
こ
と
に
よ
る

焼
死
者
の
発
生
を
低
減
す
る
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
我
が
家
か
ら
火
災
を
出
さ
な

い
、
家
族
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
に
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
と
あ
わ
せ
て
、
防
炎
品

の
使
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■広告掲載料　　～広告を掲載しませんか？広告主大募集！～

・広報さつま　１枠 １万円（縦6.0㎝×横8.5㎝）　　　　　　　　　　・町ホームページ（行政サイト）１月8,000円

・町公用封筒（定型封筒長型３号）１枠３万円（縦10.0㎝×横8.5㎝）　・てんがらなび（住民交流サイト）１月5,000円

■詳しくは町ホームページをご覧ください。http://www.satsuma-net.jp/

　
町
小
学
校
水
泳
記
録
会

第
６
回

　
町
小
学
校
水
泳
記
録
会



●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４■くらしの情報

健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

 

　
　
　
　
内
線
２
１
４
４

福
祉
課 

福
祉
障
害
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
５

税
務
課 

収
納
第
１
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
１
３

町
民
課 

町
民
係

    

　
　 

内
線
２
１
２
５

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は

　
　
　
役
場
町
民
課
へ
！

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領
の
窓
口
は

役
場
町
民
課
（
本
庁
）
に
な
り
ま
す
。
町
内
の
方
は
、
県
の

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
を
原
則
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
町
民
課
町
民
係

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領
の
窓
口
は

役
場
町
民
課
（
本
庁
）
に
な
り
ま
す
。
町
内
の
方
は
、
県
の

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
を
原
則
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
町
民
課
町
民
係

●
健
康
診
査
日
程

　
　
　
　
【
９
・
10
月
分
】

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
　
　
（
Ｈ
22
．
１
生
）
健
診

　
９
月
２１
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児
（
Ｈ
20
．
７
生
）
健
診

　
９
月
２８
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
児
健
や
か
健
康
相
談

　
　
　
　
（
Ｈ
21
．
９
生
）

　
１０
月
６
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
６
か
月
児

　
　
　
（
Ｈ
21
．
３
生
）
健
診

　
１０
月
６
日
（
木
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　
１０
月
７
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
１０
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児
育
児
相
談

　
（
Ｈ
23
．
２
生
）

　
１０
月
７
日
（
金
）

　
午
後
１
時
～
午
後
１
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
５
生
）
健
診

　
１０
月
１２
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　
９
月
２６
日
（
月
）

　
１０
月
３
日
（
月
）
　

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
お
持

ち
の
上
、
ご
夫
婦
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　
９
月
２１
日
（
水
）

　
９
月
２８
日
（
水
）

　
１０
月
６
日
（
木
）
　

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
総
合
健
康
相
談

　
１０
月
４
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
楽
々
健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
台
地
に
ぎ
や
か
コ
ー
ス

　
９
月
１１
日
（
日
）
午
前
７
時

　
宮
之
城
総
合
体
育
館
出
発

■
ひ
が
ん
花
散
策
コ
ー
ス

　
９
月
２４
日
（
土
）
午
前
７
時

　
柊
野
区
公
民
館
出
発

●
心
配
ご
と
相
談
所

■
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　

　
　
（
５２
）
１
１
２
３

●
今
月
の
納
税
な
ど

　
固
定
資
産
税
第
３
期

　
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
３
期

　
介
護
保
険
料
第
３
期

　
　
【
納
期
限
　
９
月
３０
日
】

●
付
加
年
金
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加

入
被
保
険
者
が
定
額
保
険
料
に

付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納

付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に

付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
は
、
月
額
４
０

０
円
で
す
。

　
付
加
年
金
の
受
給
額
は
、
２

０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月

数
で
す
。
（
年
額
）

　
付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す

る
と
納
付
し
た
付
加
保
険
料
総

額
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

　
付
加
年
金
は
、
任
意
加
入
で

す
。
※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の

方
は
、
付
加
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
付
加
保
険
料
は
、
納
付
期
限

を
過
ぎ
る
と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

納
付
期
限
は
翌
月
末
日
（
休

日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業

日
）
で
す
。

●
こ
ん
な
給
付
も
あ
り
ま
す
！

　
～
寡
婦
年
金
～

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期

間
を
含
む
）
が
２５
年
（
３
０
０

月
）
以
上
あ
る
夫
が
亡
く
な
っ

た
時
に
、
１０
年
以
上
継
続
し
て

婚
姻
関
係
に
あ
り
、
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
妻
（
内
縁
関
係

も
含
む
）
に
対
し
て
６０
歳
か
ら

６５
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
寡
婦

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被

保
険
者
期
間
だ
け
で
計
算
し
た

老
齢
基
礎
年
金
額
の
４
分
の
３

で
す
。

　
～
死
亡
一
時
金
～

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
月
数
が
３６
月
以

上
あ
る
方
が
、
老
齢
基
礎
年

金
・
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
な

い
ま
ま
亡
く
な
っ
た
時
、
そ
の

方
に
よ
っ
て
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
遺
族
（
①
配
偶
者
、
②

子
、
③
父
母
、
④
孫
、
⑤
祖
父

母
、
⑥
兄
弟
姉
妹
の
中
で
優
先

順
位
の
高
い
方
）
に
死
亡
一
時

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期

間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方

へ　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）
・

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期

間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全

額
納
め
た
と
き
よ
り
も
老
齢
基

礎
年
金
の
受
け
取
り
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の

保
険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め

に
、
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追
納
す

る
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を

受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に

追
納
さ
れ
る
と
、
当
時
の
保
険

料
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

20広報さつま21 広報さつま

がんばれ 認定農業者!!　シリーズ64

　中間公浩さんは、平成１５年８月に認定農業者とし

て認定されました。

　現在、水稲５haを経営されています。

「農業は自分の都合で経営していける点が良い」と魅

力を話されます。

　一方で「地元からは、水稲作付けの依頼はあるが、

人手の雇用などの関係で断っている例もある」と経営

の難しさを話されます。

　農作業の合間には、趣味の「ゴルフ」と「釣り」で

気分転換をされます。

　そんな中間さんは今後「雇用の確保などができれば

更に作付面積の拡大を図っていきたい」と抱負を話さ

れました。

中 間 公 浩さん 53歳

な か ま き み ひ ろ

さつま町中津川

町長の動静 （平成23年７月）
※主な会議及び行事を抜粋

（各課・局との内部会議は省略）
町長交際費執行状況(７月分)

・７月10日
関東さつま会役員会時地元産品提供 

13,465円

・７月23日
下京塚原運動広場落成式時

3,180円

・７月10日
青森県鶴田町ねぶた制作指導及び
交歓会時

18,770円

・７月26日
夏期巡回ラジオ体操・みんなの体
操会関係者と意見交歓会及び地元
産品ＰＲ

29,015円

・７月20日
国土交通省九州地方整備局への要
望時

11,760円

・７月19日
薩摩中央高校野球部県大会激励時

15,916円

７
月
１
日

　
　
２
日

　
　
４
日

　
　
５
日

　
　
６
日

　
　
８
日

　
　
10
日

　
　
11
日

　
　
12
日

　
　
13
日

　
　
14
日

　
　
15
日

　
　
19
日

　
　
20
日

　
　
21
日

　
　
22
日

　
　
23
日

　
　
24
日

　
　
25
日

　
　
26
日

　
　
27
日

　
　
28
日

　
　
29
日

　
　
31
日

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
及
び
国
道
３
２
８
号
整
備
促
進
期
成
会
総
会
（
い
ず
れ
も
主
催
）

第
２
次
庁
舎
建
設
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
　
▽
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

議
会
報
告
会
概
要
報
告
（
正
副
議
長
か
ら
）
▽
河
川
事
務
所
長
と
の
協
議

薩
摩
中
央
高
校
を
育
て
る
会
　
▽
第
１
回
市
町
村
行
政
推
進
協
議
会
行
財
政
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

災
害
警
戒
本
部
～
災
害
対
策
本
部
　
▽
３
役
調
整
会
議
　
▽
「
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
」
反
省
検
討
会

北
薩
森
林
組
合
長
と
の
意
見
交
換
会

課
長
会
　
▽
テ
レ
ビ
取
材
　
▽
も
の
づ
く
り
企
業
と
進
路
指
導
教
諭
と
の
意
見
交
換
会

表
敬
訪
問
（
青
森
県
鶴
田
町
か
ら
）
▽
保
育
園
関
係
意
見
交
換
　
▽
町
自
衛
隊
父
兄
会
総
会

子
ど
も
文
化
祭
　
▽
青
森
県
鶴
田
町
と
の
交
歓
会

町
高
校
振
興
対
策
協
議
会
　
▽
町
夏
祭
り
実
行
委
員
会

北
薩
地
区
森
林
林
業
振
興
協
議
会
役
員
会
　
▽
区
公
民
館
長
連
絡
協
議
会
と
の
川
内
原
子
力
発
電
所
視
察

豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
九
州
審
査
会
　
▽
川
内
川
下
流
改
修
促
進
期
成
会
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）

鹿
児
島
・
大
口
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会
（
姶
良
市
）
▽
入
札

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
役
員
会
（
出
水
市
）

人
権
擁
護
審
議
会
，
人
権
啓
発
推
進
会
議
　
▽
町
政
座
談
会
（
永
野
区
公
民
館
）

公
立
学
校
生
徒
募
集
定
員
策
定
地
区
説
明
会
（
薩
摩
川
内
市
）
▽
水
源
林
造
林
協
議
会
役
員
会
（
鹿
児
島
市
）

薩
摩
中
央
高
校
野
球
部
激
励

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
整
備
促
進
期
成
会
要
望
及
び
川
内
川
激
特
事
業
要
望
（
福
岡
市
）

議
会
全
員
協
議
会
　
▽
川
内
川
河
川
事
務
所
長
と
の
意
見
交
換
　
▽
鶴
田
ダ
ム
所
長
と
の
意
見
交
換

叙
勲
受
章
報
告
（
元
さ
つ
ま
町
消
防
団
副
団
長
　
池
山
氏
）
▽
町
政
座
談
会
（
宮
之
城
屋
地
区
公
民
館
）

臨
時
議
会
　
▽
叙
勲
受
章
報
告
（
元
さ
つ
ま
町
農
業
委
員
会
会
長
　
久
永
氏
）
▽
町
政
座
談
会
（
柊
野
区
公
民
館
）

高
校
野
球
県
大
会
薩
摩
中
央
高
校
応
援
　
▽
下
京
塚
原
運
動
場
完
成
祝
い
　
▽
早
苗
響
交
流
会

薩
摩
西
郷
梅
生
産
組
合
設
立
総
会

東
日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の
災
害
支
援
金
伝
達
　
▽
町
た
け
の
こ
生
産
振
興
会
総
会

薩
摩
中
央
高
校
野
球
部
県
大
会
準
優
勝
報
告
　
▽
県
農
地
集
団
化
推
進
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
関
係
者
と
の
意
見
交
歓

Ｎ
Ｈ
Ｋ
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

反
核
平
和
の
灯
リ
レ
ー
出
発
激
励
　
▽
さ
つ
ま
青
パ
ト
連
絡
協
議
会
設
立
総
会
　
▽
町
政
座
談
会
（
船
木
区
公
民
館
）

課
長
会
　
▽
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
要
望
　
▽
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会
委
嘱
状
交
付
式

な
し
収
穫
祭
　
▽
職
員
共
済
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

町
政
座
談
会
（
湯
田
区
公
民
館
）



ハローさつま

http://www.hello-satuma.com/

「
ハ
ロ
ー
さ
つ
ま
」
の
前
身
は
、

平
成
15
年
に
９
人
の
ス
タ
ッ
フ

で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
む
じ
ょ
か

亭
」
で
す
。

　
そ
の
後
、
合
併
直
前
の
旧
鶴

田
町
の
町
づ
く
り
講
演
会
で
、

串
良
町
の
「
や
ね
だ
ん
」
こ
と

豊
重
哲
郎
さ
ん
と
の
縁
が
あ
り

共
同
商
品
開
発
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
従
来
の

ボ
ラ
テ
ィ
ア
的
活
動
か
ら
あ
る

程
度
の
収
益
を
目
的
と
し
た
企

業
的
活
動
に
転
換
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
主
に
、
味
噌
、
め
ん

つ
ゆ
、
佃
煮
、
焼
肉
の
タ
レ
な

ど
の
加
工
品
を
作
ら
れ
、
地
元

の
農
産
物
直
売
所
や
町
外
の
量

販
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

７年前の発足から、色々ありましたが
今の体制に落ち着きつつあります。農
産加工グループに勢いがつけば、町の
６次産業活性化につながると確信して
います。今後は行政施設から自社工場
に拠点を移し、地産地消を基本に地域
の皆さんに喜んでもらえる商品、信頼
される商品を作りながら販路を拡大し
ていきたいと思います。

６次産業化を推進！

農産加工グループ紹介⑤

代表者　古田　妙子 さん
用
し
た
販
売
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
に
貢
献
」
「
地
域
に
感

謝
」
「
確
か
な
モ
ノ
造
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
必
要
な
講
習

会
が
あ
れ
ば
進
ん
で
参
加
し
、

技
術
の
習
得
に
努
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
代
表
の
古
田
さ
ん
は

昨
年
度
か
ら
農
家
民
宿
「
Ｈ
Ｅ

Ｌ
Ｌ
Ｏ
さ
つ
ま
」
を
開
業
さ
れ

体
験
型
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
研
修
視
察
を
受
け
入
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
味
噌
の
宅
配
も

始
め
ら
れ
、
高
齢
者
な
ど
「
買

い
物
弱
者
」
へ
の
支
援
サ
ー
ビ

ス
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

確かな商品づくり、加工レベルの向上を目指して！

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２２年９月１０日生

くん

し ゅ う たも り ぞ の

森園柊太

角郷　公民会

両親から一言

父　真　也　さん

母　友　恵　さん

元気いっぱい
　すくすく育ってね！

７
月
16
日
～
８
月
15
日
届
出
分
（
10
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

７
月
16
日
～
８
月
15
日
届
出
分
（
27
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
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な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場 

上
之
原
純
夫

小
永
田
友
市
　
79
　
下
手

水
流
　
マ
キ
　
89
　
二
渡

山
迫
　
昭
子
　
79
　
鶴
田
南

下
湯
瀨
き
く
ゑ
　
99
　
湯
田
中

西
囿
　
喜
信
　
64
　
大
薄
下

木
ノ
下
ヨ
シ
エ
　
91
　
上
平
川

木
場
　
德
雄
　
84
　
柊
野
上
向
江

帖
佐
　
　
敬
　
90
　
泊
野
高
峰

久
留
キ
ノ
イ
　
98
　
二
渡

和
田
　
貫
岳
　
82
　
求
名
町

平成２２年９月１０日生

くん

よしあきかみおおさこ

上大迫義晃

東湯田原 公民会

両親から一言

父　暢　哉　さん

母　彰　子　さん

いつまでも姉弟
　　　仲良くしてね！

男男男男 男 女 女女女女

な

か

む

ら

さ

あ

や

な

か

や

ま

あ

い

り

な

か

や

ま

は

る

き

こ

に

し

ふ

み

な

お

お

し

ろ

ゆ

い

ふ

く

し

ま

れ

ん

じ

い

け

や

ま

そ
う
す
け

て

つ

か

そ

ら

い
け
の
う
え

こ

う

が

に

し

た

に

い

ち

か

随
想
の
紹
介

　
町
民
の
方
か
ら
寄
稿
の
あ
り
ま
し
た
、
随
想

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局

で
審
査
後
に
実
名
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
広
報
文
書
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
１
４
）

末松金四郎君頌徳之碑

末
松
金
四
郎
君
頌
徳
之
碑

　
五
十
三
年
ぶ
り
に
、
宮
之
城
橋
が
見
え
る
新
し
い
堤
防
に
、
今

回
工
事
に
か
か
わ
ら
れ
た
三
垣
組
の
ご
努
力
で
移
設
建
立
さ
れ
た
。

　
海
軍
大
将
山
本
英
輔
の
揮
毫
も
生
々
と
し
て
い
る
。

　
一
番
桁
か
ら
五
番
桁
ま
で
あ
る
虎
居
橋
を
造
っ
た
恩
人
と
し
て
、

橋
の
袂
に
そ
び
え
、
子
ど
も
の
頃
の
絶
好
の
遊
び
場
と
馴
れ
親
し

ん
で
い
た
記
念
碑
で
し
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
夏
の
三
十
数
軒
も

焼
失
し
た
、
虎
居
町
大
火
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
区
画
整
理
で

そ
の
行
き
場
を
失
っ
て
い
た
も
の
を
、
昭
和
四
十
五
年
当
時
の
商

工
会
長
（
徳
丸
邦
義
氏
）
が
中
心
に
な
り
、
宮
之
城
町
長
（
現
王

園
直
吉
氏
）
、
議
長
（
宇
都
克
巳
氏
）
、
鶴
田
町
長
（
金
四
郎
の

遺
児
の
田
崎
孝
僖
氏
）
に
よ
り
広
瀬
公
園
に
移
設
。

　
今
回
の
川
内
川
激
特
事
業
で
更
に
移
動
、
標
柱
だ
け
で
低
く
な

っ
た
が
立
派
に
建
立
さ
れ
た
次
第
。

　
鶴
田
村
議
か
ら
県
会
議
員
ま
で
、
公
職
に
関
与
さ
れ
た
四
十
年

間
の
功
績
を
た
た
え
て
、
当
時
の
県
会
議
員
の
皆
さ
ん
が
建
て
ら

れ
た
そ
う
で
、
肝
心
の
旧
鶴
田
町
の
人
も
、
旧
宮
之
城
町
の
人
も

こ
の
記
念
碑
の
存
在
や
由
来

を
知
る
人
が
少
な
い
の
で
紹

介
し
た
次
第
で
す
。

　
さ
つ
ま
町
旭
町

　
　
　
二
ツ
木
　
悦
　
男

中
　
村
　
早
　
絢
　
　
修
　
治
　
鶴
田
南

中
　
山
　
愛
　
琳
　
　
正
　
博
　
角
郷

中
　
山
　
陽
　
貴
　
　
正
　
博
　
角
郷

小
　
西
　
史
　
菜
　
　
洋
　
平
　
西
町

大
　
城
　
結
　
愛
　
　
真
　
一
　
湯
田
原

福
　
島
　
廉
　
士
　
　
正
　
英
　
前
目

池
　
山
　
颯
　
佑
　
　
明
　
仁
　
上
仲
町

手
　
塚
　
蒼
　
空
　
　
三
　
造
　
船
木
東

池
之
上
　
昂
　
駕
　
　
　
豊
　
　
山
崎
上

　
　
谷
　
唯
　
央
　
　
和
　
記
　
上
下
大
迫

久
保
　
信
一
　
77
　
京
塚
原

達
山
美
代
子
　
67
　
愛
宕

久
木
野
德
行
　
87
　
き
ら
ら

宮
脇
　
　
則
　
88
　
弓
之
尾

兒
嶋
　
ム
ツ
　
87
　
川
原
町

有
川
　
ノ
ブ
　
88
　
上
仲
町

久
永
　
好
子
　
92
　
さ
つ
ま
園

中
尾
　
栄
一
　
59
　
紫
尾
上

小
田
ワ
カ
エ
　
93
　
川
原
町

岸
良
レ
イ
子
　
64
　
湯
田
中

　
村
　
カ
ヲ
　
80
　
下
平
川

大
園
ハ
ル
コ
　
88
　
角
郷

大
囿
タ
モ
チ
　
86
　
上
仲
町

簗
詰
　
治
人
　
73
　
あ
な
が
わ

原
囿
　
矢
七
　
82
　
柳
野

木
ノ
下
ト
ミ
エ
　
94
　
き
ら
ら

弓
削
　
鉄
哉
　
83
　
船
木
西
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編
集
と
発
行
　
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
 さ

つ
ま
町
役
場
 総

務
課
 

０
９
９
６
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３
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線
２
２
１
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平
成
2
3
年

９
月
１
日
発
行

　
■

一
部

あ
た

り
単

価
４

８
円

（
税

込
）

　４日　うさぎ薬局　　　５２－４１１６

１１日　青空薬局　　　　５２－０１０１

１８日　やまだ薬局　　　５２－４５８５

１９日　タバタ薬局　　　２１－３３４４

２３日　ヘルシー薬局　　２１－３７３９

２５日　ぎんざ薬局求名店　 ３１－６５００

　２日　いむた薬局　　　３１－８２２８

　９日　青空薬局　　　　５２－０１０１

１０日　ウチ薬局　　　　５３－００６３

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,842人（- 45人） 

　男　　10,983人（- 20人）

　女　　12,859人（- 25人）

    世帯数　9,945世帯

 転入    43人　転出   69人

 出生　  12人　死亡   31人

 （平成23年８月１日現在）

     （　）は前月対比

　４日　相良医院　　　　　　５３－０１６０

１１日　薩摩郡医師会病院　 ５３－０３２６

１８日　稲津病院　　　　　　５２－３３５５

１９日　さつまクリニック　　５７－００２０

２３日　溝口整形外科　　　　５２－４６６８

２５日　益嵜医院　　　　　　５７－００１０

　２日　宮之城病院　　　　　５３－０１８０

　９日　薩摩郡医師会病院　 ５３－０３２６

１０日　林田内科　　　　　　５３－１１７７

み や わ き あおい

宮 脇   葵 さん

みんなの安全を守るために活躍したい！
わたしの夢は、毎日しっかり働く刑事になることです。私は、テ

レビドラマの中で、チームみんなで協力して事件を解決したり、

家にも帰らずいっしょうけんめい働いたりする姿を見て、とても

かっこいいと感じ、自分もそんな刑事になりたいと思いました。

刑事は大変な仕事ですが、みんなの安全を守るために活躍したい

です。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

９　月

10　月

９　月

10　月

柏原小学校６年
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